
- 1 -

５月２９日の土曜日、学校へ行ったら、校庭で子どもたちが遊ん

でいました。１年生から６年生まで、地球ジャングルジムで学年関

係なく一緒に遊んでいました。延島地区で心豊かに育ってきた様子

がよくわかり、とても子どもらしい雰囲気を感じました。

５月２３日の水曜日に「人権の花贈呈式」が行われました。自治会長の石川さ

んをはじめ５名の人権擁護委員の方がおいでくださいまし

た。○○さんのお話の概略は、「『花の命を大切にして』と

は｢思いやり｣と「優しさ」をもって育てるということです。

そして、花を育てながら、｢思いやり｣と｢優しさ｣を周りの

友だちにも向けることです。これは延島小の『３つの心』

の『人を思う心』と同じことです。それができると心の中

に優しい花が咲きます。皆さんの心に優しい花が咲けば、いじめゼロの楽しい延

島小になります。」ということでした。私からは、「人権の花を育てるのに大切な

のは毎日思いを込めて水をあげること。毎日ということが大切。花に水をあげる

ことと同じに毎日お友だちを大切にすることを忘れないようにすること。」という

話をしました。私の意図したことに対して子どもたちが手をあげて反応を示した

ことに委員さんが大変感心していました。

延島小へきて３回目の修学旅行ですが、３学年とも

共通していることは本当に延島の子どもたちはよい子

ばかりだということです。以下、ほんの少しのメモで

すが、報告いたします。

事故の影響で、電車の出発が約1時間遅れましたが、最後まで、上の見送りの場所から

見送ってくださった保護者の皆様ありがとうございました。そして、到着は約2時間遅れ

ました。電車の中で、班別行動の予定変更を各担任が班長と細かく確認していました。

慌てずに、落ち着いた担任の対応を安心してみていることができました。

◇電車内では、児童３９名、引率教員７名で、行きも帰りも車両を１両貸し切りです。

すぐにウノ、トランプ、ミニ将棋盤、ミニオセロ等やり始め、止まったりゆっくり走

ったりの電車内でも楽しく過ごしていました。

◇鎌倉では班別行動は勉強になったと思います。どの班も問題なく行動できました。か

なり時間が足りなくて、人通りの多い小町通りを速歩きしなければならなかった班も

ありました。お土産を買う時間が足りないと思いましたが、よく考えて時間内に買う
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ことができていたようです。

◇夕食では、中華街で肉まんづくりと餃子づくり体験をしました。今回の修学旅行では、

特に、延島の男女の；食いっぷり；が、毎食事で目立ち、他校の先生方が驚いていま

した。大きな肉まんと餃子２つを食べたほかに、鶏肉、エビチリ、チャーハン等々、

かなりの量が出されましたが、延島の男子は隣の福良小の女の子のテーブル等から大

量にもらい、食べていました。ちなみに、２日目の昼食はポークステーキプレートの

ようなものでしたが、延島の子は全員がきれいに食べ、女の子の中には肉が１枚では

足りないと言っていた子もいました。

◇ホテルは大変きれいでよいホテルでした。朝食もとてもよいバイキングで、延島小の

男子が一番に行って食べていました。

◇氷川丸の見学では、船内にいるときは大変雨が強く降りましたが、子どもたちが外に

いるときだけ雨がやんで集合写真も撮ることができました。マリンタワーも小雨でし

たが、遠くまで見渡せ、港もよく見えたのでよかったです。オービイ横浜では地球上

の自然を記録した画像を使い、様々な体験が出来て、子どもたちも楽しんでいました。

◇横浜駅では大変疲れた様子だったのに、電車に乗ったとたんまたトランプ等を始めて、

元気いっぱいになっていました。子どもたちが本当に楽しいのは友だちと過ごせるこ

ういう時間なのだなと思いました。

１日目に、ゴミの袋をホテルまで持ってきた児童がいました。班の人が食べたものの

容器のゴミなどでした。伊勢志摩サミットの影響で駅にも町中にもゴミ箱がないからか、

それとも事前にホテルまでゴミを持っていくことを指導されたのかわかりません。ゴミ

を持ち歩くことでの起こりうる問題はいくつも浮かびましたが、その子は文句も言わず、

当たり前のように持って歩いていました。江ノ電内では、福良小の子もゴミを持ってい

ました。長谷駅のチケット券売機のところにはゴミがおかれていましたが、延島の子、

絹地区の子はきちんと公共の場でのマナーを守れる子だなと感心しました。

今回の修学旅行は予期せぬことが起こりましたが、大成功で終わることが出来たのは、

３人の担任の冷静な判断とその指導をしっかり守って行動した絹地区の子どもたちの力

のおかげであることを改めて感じました。

毎年行っている防犯教室を本

年度も実施しました。不審者侵

入においては職員の不審者に対 栃木県警察本部から

する対応、児童誘導、通報等の 『きらきら号』がきて

動きを見ていただきました。体 高学年の薬物乱用防止

育館では不審者に声をかけられ 教室が開かれました。

たときにどうするかをシミュレ お話を聴いたり、ビデオを見たり、車の中の資料

ーションして、学びました。子どもたちが真剣に を見たりして薬物の怖さを学びました。

避難していたこと、体育館でまじめに話を聴いて

いたことなど、大変褒めていただきました。

小山市の小中学生の代表による「いじめゼロ子

今年は５０頭いただき、 どもサミット」が今年も開かれました。本校から

３年生が毎日大切に育てて は６年の○○○○○さんが参加しました。今年度

います。たくさん桑の葉を の話合いの視点は、いじめの傍観者にならないた

食べて、現在ほとんどの蚕 めにということです。他校の児童とグループを作

が繭を作りました。ボラン って、学校の意見を発表しながら、どうしたら傍

ティアの阿久津さんには何 観者を少なくし、いじめもなくすことが出来るか

度もおいでいただいて、そ を話し合っていました。

の都度の蚕の様子をお話しいただきました。


